
 

「マルチステークホルダー方針」 

 

当社は「地域社会への貢献」を使命に、株主、従業員、取引先、お客様、債権者、地域社会

をはじめとするマルチステークホルダーとの適切な協働を通じて、企業価値を向上させてまい

ります。その上で、価値協創や生産性向上によって生み出された収益・成果について、マルチ

ステークホルダーへの適切な分配を行うことが、多様なサービスの提供、社会課題の解決や経

済の持続的発展につながるという観点から、従業員への還元や取引先への配慮が重要であるこ

とを踏まえ、以下の取組を進めてまいります。 

 

記 

 

１．従業員への還元 
当社は、経営戦略と人材戦略を連動させ、全従業員一人ひとりのポテンシャルを引き出す

人材配置、人材育成を通じて、持続的な成長と生産性向上に取り組み、付加価値の最大化 

をはかってまいります。  

その上で、生み出した収益・成果に基づいて、社会情勢や自社の経営環境を踏まえ、競争

力のある賃金の引上げを行うとともに、それ以外の総合的な処遇改善としても、従業員のエ

ンゲージメント向上や新たな挑戦による持続的な企業価値向上に資するよう、人材投資を中

心に積極的に取り組むことを通じて、従業員への持続的な還元を目指します。 

（個別項目） 

 具体的には、賃金の引上げについて、2017年から 2.5～3.0％の昇給率と、毎年世間水準

以上の待遇改善を継続しており（2020年のみ 2.0％）、2023年は 4.0％の昇給率を予定して

おります。また、2015年に人事制度を改定し、社員の役割に応じた評価と報酬が決定される

「役割等級制度」を導入しました。これにより、年齢や勤続年数にとらわれない昇給・昇格

と、社員の業績に連動した賞与支給など、業績向上意欲を高める報酬体系に移行しました。 

そして、人材投資については、全社員対象とした基礎研修・階層別研修・専門資格取得研

修を行う一方、経営人材を育成する為の次世代リーダー研修・MBAプログラム・社外出向研

修など、社員全体の育成と選抜社員の育成により、社員個々の力を最大限に高め、企業価値

向上に取組んでいます。 

 

２．取引先への配慮 

当社はパートナーシップ構築宣言の内容遵守に、引き続き、取り組んでまいります。 

· パートナーシップ構築宣言の登録日 

【2023年 3月 15日】 

· パートナーシップ構築宣言のＵＲＬ  

【https://www.biz-partnership.jp/declaration/25067-10-00-tokyo.pdf】 

 

３．その他のステークホルダーに関する取組 

当社グループは、異業種を含む他社との連携による「共創」を目指しています。DXで実現

した自社の高効率かつ環境負荷の小さいオペレーションを他社と共同利用することで、広く

地域社会のお客さまに安全・安定にエネルギーを提供してまいります。当社はこれらの取組

みを通じ、中長期的な企業価値を向上させてまいります。 

 

これらの項目について、取組状況の確認を行いつつ、着実な取組を進めてまいります。 

 
以上 

 

2023年３月 23日 

       日本瓦斯株式会社     代表取締役社長執行役員 柏谷邦彦                    
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